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お読みください

　

日 刊　月 2900円
日曜版　月 800円

　

    　
七
月
に
開
催
さ
れ
た
地
域
説
明
会

は
市
内
二
十
四
会
場
、
一
二
七
八
名

(

こ
の
内
，
市
会
議
員
一
七
六
名
複

数
参
加)

で
、実
質
一
一
〇
〇
余
名
の

参
加
者
で
と
て
も
十
分
と
い
え
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　

　
二 

月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

八
市
町
村
の
地
域
説
明
会
は
、
十
分

な
情
報
を
市
民
に
提
供
し
、
場
所
、

回
数
を
多
く
す
る
こ
と
。
説
明
会
場

で
は
参
加
者
に
理
解
で
き
る
言
葉
で

説
明
す
る
こ
と
。
又
、
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
合
併
論
議
は
市
民
不
在
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
合
併
は

岩
国
市
の
将
来
を
決
め
る
重
要
な
問

題
だ
と
指
摘
し
住
民
投
票
を
実
施
す

る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

　　
七
月
に
開
催
し
た
地
域
説
明
会
の

よ
う
に
二
二
地
区
自
治
会
連
合
会
単

位
で
実
施
す
る
の
は
日
程
的
に
困

難
。
開
催
日
程
、
場
所
当
に
つ
い
て

は
協
議
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
と
関
連

が
あ
る
の
で
現
在
検
討
中
と
し
、
現

状
で
は
、
合
併
事
態
の
是
非
を
云
々

と
い
う
意
見
は
少
な
く
、
合
併
の
必

要
性
は
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

住
民
投
票
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
し
ま
し

た
。

　
　

、

　　
説
明
会
に
は
、
市
長
、
助
役
が
そ

れ
ぞ
れ
分
担
し
て
で
き
る
だ
け
多
く

の
会
場
で
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
市

町
村
合
併
は
岩
国
市
の
将
来
を
決
め

る
重
要
な
問
題
で
、
市
民
の
判
断
を

仰
ぐ
べ
き
だ
と
「
住
民
投
票
」
の
実

施
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

 

岩
国
市
は
平
野
部
が
少
な
く
、
昭

和
三
十
年
の
中
頃
か
ら
丘
陵
地
や
海

岸
部
、
更
に
は
水
田
や
遊
水
地
で
の

宅
地
開
発
が
進
み
、
台
風
や
集
中
豪

雨
時
、
大
潮
と
満
潮
が
重
な
り
、
河

川
水
路
は
昔
の
ま
ま
で
狭
く
住
宅
浸

水
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
対
策
を
求

め
ま
し
た
。

　　
　

　　
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
地
域
に
お
い

て
、
緊
急
時
に
は
仮
設
ポ
ン
プ
の
配

備
及
び
土
嚢
の
配
布
を
行
な
っ
て
い

る
。

　　
小
舛
ポ
ン
プ
場
、
海
土
路
開
作
ポ

ン
プ
場
の
能
力
不
足
で
豪
雨
時
は
い

つ
も
家
屋
浸
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
急
な
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　　
海
土
路
地
区
は
河
川
水
路
の
断
面

及
び
排
水
能
力
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
老

朽
化
の
著
し
い
も
の
か
ら
順
次
改
築

す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

   

丸
子
川
、
中
浜
川
、
清
水
川
の
河
口

付
近
（
国
道
一
八
八
号
と
JR
山
陽
線

の
間
）
の
住
宅
地
は
豪
雨
と
高
潮
・
満

潮
が
重
な
っ
た
場
合
の
住
宅
浸
水
防

止
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

   

藤
生
地
区
に
お
け
る
高
潮
・
満
潮
時

の
対
策
は
、
岩
国
市
単
独
で
は
不
可

能
な
面
も
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
協

議
を
お
こ
い
総
合
的
な
見
地
の
検
討

が
必
要
と
答
弁
し
ま
し
た
。

   

こ
の
他
、
川
下
地
区
住
民
か
ら
要

望
が
あ
り
ま
し
た
井
関
下
流
の
浚
渫

と
上
流
の
樹
木
の
伐
採
。
北
河
内
地

区
四
土
地
改
良
区
の
皆
さ
ん
が
豪
雨

時
の
ダ
ム
の
放
流
時
、
適
切
に
行
な

わ
れ
て
い
る
か
と
の
要
望
書
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。
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月
三
十
日
に
黒
磯
地
区
の

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
被
害
地
域
住

民
の
会
」か
ら
十
自
治
会
・
千
八
十
人

か
ら
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
被
害

実
態
調
査
と
薬
品
購
入
費
用
の
負
担

軽
減
措
置
を
求
め
る
署
名
簿
」
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
ア
リ
の

被
害
を
被
っ
て
居
ら
れ
る
の
を
た
だ

「
不
快
害
虫
」
と
言
う
だ
け
で
何
ら
対

策
を
実
施
し
な
い
こ
と
は
大
変
重
大

な
問
題
だ
。
市
長
も
地
域
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
、
そ
し
て
対
策
を
実

施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
山
口
県
に
お
い
て
は
、
農
作
物
の

被
害
は
な
い
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

人
的
被
害
に
つ
い
て
は
、
咬
む
事
例

は
あ
る
よ
う
だ
が
毒
性
が
な
い
こ
と

か
ら
、「
不
快
」
な
範
囲
で
被
害
実
態

調
査
を
行
な
う
こ
と
は
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
が
特
定
外
来
生

物
と
指
定
さ
れ
れ
ば
、
今
後
の
駆
除

に
向
け
て
国
、
県
、
市
の
役
割
も
協

議
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
と
答
弁
。

　
　

　
住
民
が
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
」

の
被
害
で
苦
し
ん
で
い
る
時
、
行
政

が
何
も
し
な
い
と
言
う
こ
と
は
重
大

な
問
題
だ
と
強
く
抗
議
す
る
と
共
に

実
態
調
査
を
求
め
ま
し
た
。
　

  

社
会
福
祉
協
議
会
で
地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
に
係
る100

万
円
の
紛

失
や
福
祉
会
館
使
用
料
な
ど
金
銭
管

理
の
事
故
・
事
件
が
お
き
て
い
ま
す
。

金
銭
管
理
に
関
す
る
問
題
点
の
解
消

に
つ
い
て
、
運
営(

金
銭
管
理)
と
事

件
再
発
防
止
の
対
策
に
つ
い
て
社
会

福
祉
協
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

  

依
頼
者
か
ら
の
預
か
り
金
品
が
喪

失
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
、
残
念

で
遺
憾
に
思
っ
て
い
ま
す
。現
在「
岩

国
市
社
協
原
因
調
査
委
員
会
」
を
設

立
し
現
在
調
査
中
で
あ
り
、
事
実
関

係
と
再
発
防
止
等
の
対
応
を
実
施
し

て
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

   11月29日　アルゼンチンアリ対策

            　

市町村合併を考える 連載　その 10

　

政府交渉 (環境省 )

  政府の三位一体改革による交付税の削減や臨時財政対策
債が来年度から更に削減され、岩国市の予算編成は一段と
厳しい予算編成を強いられることは避けられません。
  井原市長自ら市議会の全員協議会(11月 2日）で「合併
すれば直ちに厳しい財政再建の実施を迫られるのは必死」
と発言しています。
　岩国市の17年度予算は10億円の財源不足が明らかにな
り、岩国市の財政は危機的な状況になっいています。
　その上借金が1095億円・一人当たり 71万円以上になれ
ば更に厳しい財政運営は避けられません。
　市の職員の中では合併をすれば、「新市」は借金財政で
沈没するのではないかと危機感をもっています。
 さらに厳しい予算になり、住民サービスは行き届かなく
なるのではないでしょうか。
合併について共に考えましょう。


